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『
文
子

』
研
究
序
説

一
『
老
子
』
引
用
を
め
ぐ
っ
て
一

三
　
馬

卓
　
也

　
古
来
、
古
籍
性
の
有
無
が
主
た
る
論
議
の
中
心
と
し
て
取
り
沙
汰
さ
れ
、
や
や
行
き
詰
ま
り
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
『
文
子
』
で
は
あ

っ
た
が
、
こ
こ
数
年
来
、
大
陸
の
方
で
は
長
沙
馬
王
堆
東
漢
墓
不
測
（
↓
、
河
北
省
定
県
西
漢
墓
竹
簡
↑
）
な
ど
の
資
料
に
基
づ
き
、
新
し
い

『
文
子
』
研
究
が
胎
動
し
始
め
て
い
る
。
本
稿
で
は
今
後
の
『
文
子
』
研
究
の
た
め
の
基
本
的
な
文
献
学
的
・
思
想
的
問
題
に
つ
い
て
考

証
し
た
い
。
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「

文
献
学
的
基
本
問
題

　
『
文
子
』
の
最
も
古
い
記
録
は
『
漢
書
』
単
文
志
に
見
え
る
「
『
文
子
』
九
篇
－
老
子
の
弟
子
。
孔
子
と
並
時
に
し
て
、
周
の
平
王

問
ふ
と
著
す
は
依
託
に
似
た
る
者
な
り
」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
国
母
自
註
に
依
託
と
あ
る
よ
う
に
、
後
漢
期
に
於
て
已
に
著
者
不
明

の
書
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、

　
　
齊
王
、
文
子
に
問
ひ
て
日
く
、
「
國
を
治
む
る
こ
と
い
か
ん
」
と
。
封
へ
て
日
く
、
「
夫
れ
賞
罰
の
道
た
る
、
利
器
な
り
。
君
固
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ

　
之
を
握
れ
。
以
て
人
に
示
す
べ
か
ら
ず
。
若
如
の
臣
は
、
猶
ほ
獣
鹿
の
ご
と
き
な
り
。
唯
だ
薦
草
に
而
就
く
」
と
。
（
『
韓
非
子
』
内
障
説

　
上
）

　
　
計
然
は
葵
丘
、
僕
上
の
人
、
姓
は
不
定
、
字
は
文
子
。
（
『
史
記
』
貨
殖
列
巻
心
出
所
引
『
萢
子
』
）

　
　
今
、
墨
子
書
を
按
ず
る
に
文
子
あ
り
。
文
子
は
即
ち
子
夏
の
弟
子
に
し
て
墨
子
に
問
ふ
。
（
『
史
記
』
孟
子
萄
卿
列
傳
斐
姻
所
引
『
義
甲
）



等
々
、
文
子
な
る
人
物
の
記
述
は
あ
る
が
、
『
文
子
』
と
の
関
係
は
不
明
で
あ
り
、
成
立
の
詳
細
な
事
柄
に
つ
い
て
は
、
全
く
認
識
の
外

側
に
あ
る
。
こ
の
九
巻
本
に
対
し
て
『
階
書
』
経
籍
志
に
は
、
「
『
文
子
』
十
二
巻
i
文
子
は
老
子
の
弟
子
。
『
立
衆
』
に
九
篇
あ
り
。

梁
の
『
七
録
』
に
十
巻
あ
り
。
亡
ぶ
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
後
漢
期
か
ら
階
唐
期
に
か
け
て
少
く
と
も
二
回
は
他
者
の
操
作
が
加
わ
っ
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
宋
の
里
道
存
在
『
文
子
六
義
』
自
序
に
は
「
（
北
魏
の
）
李
遅
の
注
せ
し
所
は
乃
ち
十
二
篇
。
疑
ふ
ら
く
は
、

其
の
間
に
附
託
無
き
あ
た
は
ず
」
と
あ
り
、
南
北
朝
期
に
は
、
巻
数
の
異
な
る
二
種
類
の
テ
キ
ス
ト
が
南
北
に
井
存
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
『
文
子
』
書
を
評
し
た
記
述
と
し
て
は
、

　
　
老
子
・
文
子
、
天
地
に
似
た
る
者
な
り
。
（
『
論
衡
』
自
然
篇
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
つ
づ

　
　
文
子
・
荘
子
・
關
令
サ
喜
の
徒
に
至
り
て
は
、
其
れ
文
筆
を
厨
り
て
、
黄
老
を
祖
述
し
、
玄
盧
を
憲
章
す
と
錐
も
、
但
だ
其
の
大
旨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ひ

　
を
演
ず
る
の
み
に
し
て
、
永
に
至
言
な
し
。
（
『
抱
朴
子
』
内
篇
繹
滞
）

　
　
情
辮
に
し
て
以
て
澤
な
る
は
、
文
子
其
の
能
を
壇
に
す
。
（
『
富
麗
離
昇
』
諸
子
）

等
々
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
及
び
河
北
省
定
県
西
漢
墓
竹
簡
な
ど
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、
そ
の
評
価
は
様
々
で
あ
る
が
、
『
文
子
』
が

後
漢
期
か
ら
魏
晋
南
北
朝
期
に
か
け
て
読
ま
れ
続
け
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
特
に
、
『
文
選
』
李
善
註
に
始
ま
り
、
唐

宋
期
㊨
類
書
『
太
平
御
覧
』
、
『
平
文
類
聚
』
、
『
初
學
記
』
等
々
に
は
、
頻
繁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
ε
。
李
善
は
、
西
晋
の
張
湛
註
『
文

子
』
を
『
文
選
』
に
於
て
註
と
し
て
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
は
二
種
類
の
テ
キ
ス
ト
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、
十
画
面
と
十
二
巻
本
は
、
さ
ほ
ど
内
容
に
差
違
は
な
い
も
の
と
考
え
て
大
過
あ
る
ま
い
。
し
た
が
っ
て
当
面
の
間
、
『
文
子
』

研
究
は
現
行
の
十
二
巻
本
に
の
み
及
ぼ
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
遡
る
と
し
て
も
十
巻
本
ま
で
を
限
度
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
九
巻
本
に
関

し
て
は
、
最
古
の
河
北
省
定
県
西
漢
墓
竹
簡
す
ら
何
巻
本
で
あ
る
の
か
不
明
で
あ
る
現
状
に
於
て
は
、
考
証
を
及
ぼ
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
本
稿

絃
最
も
読
ま
れ
た
十
二
巻
本
を
考
証
の
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
）

　
ぶ
て
、
こ
の
現
行
本
『
文
子
』
は
、
文
章
の
大
部
分
が
『
准
南
子
』
と
重
複
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
を
十
分
に
利
用
出
た
研
究
が
最
も

堅
実
な
も
の
と
な
ろ
う
。
つ
ま
り
現
行
本
『
文
子
』
と
『
准
南
子
』
と
を
画
一
対
照
し
て
、
文
字
の
異
同
、
文
章
構
造
の
相
違
、
応
韻
の

有
無
等
々
を
詳
細
に
考
証
し
、
そ
れ
を
基
盤
と
す
れ
ば
、
他
の
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
生
き
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
b
な
が
ら
、
『
准
南
子
』
の
記
録
を
見
る
と
『
漢
書
』
註
文
志
に
は
『
声
息
内
』
二
＋
一
篇
と
『
准
南
外
』
三
＋
三
篇
の
二
種
の
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記
述
が
あ
り
、
ま
た
『
階
書
』
経
籍
志
に
は
憲
政
及
び
介
意
の
両
極
の
記
述
が
、
そ
し
て
『
文
選
』
長
楊
組
織
自
註
に
は
磨
勘
註
『
准
南

子
』
の
引
用
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
行
本
「
准
南
子
」
は
『
准
回
内
』
で
あ
り
、
高
慮
・
許
愼
の
両
註
が
駁
し
て
成
立
し
て
い
る
と

い
う
定
説
は
あ
る
が
、
『
准
南
外
』
鷹
肋
註
が
已
に
聾
し
て
い
る
だ
け
に
、
対
照
の
際
に
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
以
上
の
如
き
文
献
学
的
諸
問
題
を
内
包
す
る
『
文
子
』
に
対
し
て
、
本
稿
で
は
、
自
書
の
『
老
子
』
引
用
を
抽
出
し
、
そ
の
解

釈
の
異
同
を
明
ら
か
に
す
る
こ
ど
に
よ
っ
て
、
「
老
子
の
弟
子
」
と
さ
れ
、
「
老
子
・
文
子
、
天
地
に
似
た
る
者
な
り
」
と
評
さ
れ
た
『
文

子
』
の
思
想
上
の
基
本
的
立
場
を
考
え
る
と
と
も
に
、
文
献
学
的
方
面
に
つ
い
て
も
若
干
の
考
証
を
加
え
て
み
た
い
。

．
二
　
第
　
－
　
類

　
ま
ず
第
－
類
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
文
子
』
と
『
准
南
子
』
の
『
老
子
』
引
用
の
導
入
部
が
一
致
し
て
い
る
も
の
で
、

を
示
す
例
が
『
文
子
』
内
に
十
四
ヶ
所
見
え
る
。

『
文
子
』

－
　
　
　
〃

2
　
　
　
〃

3
　
　
　
〃

4
　
　
　
〃

5
　
　
　
〃

ハ
b
　
　
　
〃

7
　
　
　
〃

8
　
　
　
〃

9
　
　
　
〃

篇
名

精
誠

〃〃
符
言

道
徳

微
明

〃〃〃

章
数31

0
1
4

2
1

1
9

1341
9

『
准
南
子
』

　
　
〃〃〃〃〃〃〃〃〃

篇
名

覧
冥

道
慮

本
経

道
鷹

　
〃〃〃〃〃

著
る
し
く
そ
れ
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1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

〃〃〃〃〃

下
徳

〃
上
仁

〃
上
禮

36458

〃〃〃〃〃

・
〃〃〃〃〃

　
　
　
（
本
来
『
文
子
』
に
は
章
区
分
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
考
証
を
進
め
る
上
で
㊨
便
宜
上
、
　
「
老
子
日
」
、
　
「
文
子
問
」
な
ど
の
型
で
一
章
が
始
ま
る

　
　
　
も
の
と
し
て
区
分
し
た
）

　
右
の
十
四
例
か
ら
、
次
に
二
、
三
例
示
し
て
み
る
。
（
以
下
に
示
す
『
准
南
子
』
の
文
章
に
ほ
ど
こ
し
た
。
印
は
『
文
子
』
と
重
複
し
て
い
る
部
分

で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
一
本
稿
第
三
章
に
於
け
る
引
用
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
）

○
『
准
南
子
』
道
回
訓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　

　
　
白
公
勝
慮
乱
。
罷
朝
而
立
、
倒
杖
策
綴
上
貫
願
。
血
流
至
心
軍
部
知
也
。
鄭
人
聞
之
日
、
「
磯
之
忘
。
將
何
不
忘
哉
」
断
言
精
神
之

　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む

　
越
於
外
、
智
慮
之
蕩
具
申
、
則
不
能
漏
理
其
形
也
。
是
故
神
之
所
用
幽
遠
、
則
所
書
者
飼
養
。
故
老
子
日
、
「
不
出
戸
以
知
天
下
不
窺

　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
隔
以
見
天
道
。
三
三
彌
遠
、
其
知
三
三
」

○
『
文
子
』
精
三
三
十
章

　
　
老
子
日
、
精
神
越
智
外
、
智
慮
蕩
於
内
者
、
不
能
治
形
。
神
之
所
用
三
遠
、
則
近
遺
重
湯
。
故
、
「
不
出
於
戸
以
知
天
下
。
不
窺
於

　
隔
以
知
天
道
。
其
出
三
遠
、
其
知
彌
少
」
此
言
精
誠
護
於
内
、
神
氣
動
軸
天
田
。

　
こ
れ
に
『
韓
非
子
』
喩
老
弱
ヨ
じ
ゃ
『
列
子
』
説
符
篇
⑤
に
見
え
る
白
公
勝
の
説
話
を
引
い
た
後
、
寸
評
を
述
べ
隅
『
老
子
』
四
十
七
章

を
引
用
し
て
い
る
『
准
南
子
』
の
文
章
の
後
半
部
分
と
『
文
子
』
の
文
章
が
一
致
し
て
い
る
例
で
あ
る
。

○
『
准
南
子
』
道
慮
訓

　
　
田
面
以
道
術
説
雪
白
。
三
鷹
姦
曲
、
「
寡
人
所
有
齊
國
也
。
道
術
難
以
三
密
。
願
聞
國
之
政
」
田
駿
三
日
、
「
臣
之
言
、
．
無
蜘
醸
節
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む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　

　
以
財
政
。
重
三
若
林
木
無
二
。
而
可
以
離
離
。
願
王
察
其
所
謂
、
而
自
取
齊
國
之
政
焉
已
。
錐
無
除
其
患
害
、
天
地
之
間
、
六
合
之
内
、

　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
可
陶
冶
而
憂
化
也
。
齊
國
之
政
、
何
足
問
哉
」
藩
老
哨
之
所
謂
「
無
状
山
嶺
、
無
物
之
象
」
者
也
。
若
王
之
所
間
者
齊
也
。
田
田
所
感

　
者
材
也
。
柿
和
拠
椥
、
枷
和
拠
雨
、
雨
和
拠
険
防
、
険
防
恥
拠
秘
、
稚
幽
幽
連
・

○
『
文
子
』
微
明
篇
第
四
章

　
　
老
子
日
、
道
無
正
而
可
以
爲
正
。
薯
若
山
林
而
立
以
爲
材
。
材
不
及
山
林
、
山
林
不
及
雲
雨
、
雲
雨
不
及
陰
陽
、
陰
陽
不
及
和
、
和

　
不
及
道
。
道
者
所
謂
、
「
無
状
之
状
、
無
物
白
繭
」
也
。
無
達
其
意
、
天
地
之
間
、
可
陶
冶
細
謹
化
也
。

　
こ
の
部
分
は
『
三
豊
春
秋
』
申
分
覧
執
一
篇
⑥
に
見
え
る
田
麟
と
齊
王
の
説
話
と
『
老
子
』
十
四
章
を
引
用
し
て
い
る
『
准
南
子
』
の

文
章
か
ら
、
田
麟
の
言
と
老
子
の
言
と
が
整
理
さ
れ
て
成
立
し
て
い
る
『
文
子
』
の
文
章
の
例
で
あ
る
。

○
『
准
南
子
』
道
慮
訓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

　
　
中
山
公
子
牟
、
．
謂
窟
子
日
、
「
身
虞
江
海
之
上
、
心
面
当
閾
之
下
。
爲
之
奈
何
」
魯
子
日
、
「
重
生
、
重
生
則
年
利
」
中
山
公
子
嵩
置
、

　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
む

　
「
錐
知
之
、
猶
不
能
自
勝
」
磐
子
日
、
「
不
能
墨
壷
、
則
從
之
。
從
之
神
無
筋
乎
。
不
能
曇
勝
、
而
白
楽
從
者
、
此
之
謂
重
傷
。
重
傷

　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
む
　
　
　

　
三
人
、
無
壽
類
　
」
故
老
子
日
、
「
知
和
日
常
、
知
常
日
明
、
盆
生
日
祥
、
心
向
氣
日
強
。
是
故
用
其
光
、
復
蹄
其
明
也
」

○
『
文
子
』
下
徳
篇
三
章

　
　
老
子
日
、
身
威
江
海
之
上
、
二
重
壷
飾
之
下
、
即
重
生
。
重
生
即
顔
利
　
。
猶
不
能
自
勝
、
即
從
之
、
神
無
所
由
也
。
不
能
出
勝
、

　
而
強
不
從
。
是
謂
重
傷
。
重
傷
之
人
、
無
主
類
　
。
同
日
、
「
知
和
日
常
、
知
常
日
明
、
盆
生
日
祥
、
心
使
重
日
強
。
是
謂
玄
同
。
用

　
其
光
、
復
蹄
其
明
。

　
こ
れ
は
『
工
女
春
秋
』
開
春
菊
些
細
篇
↑
）
や
『
荘
子
』
譲
王
篇
（
↓
に
見
え
る
中
山
公
子
牟
と
払
子
の
説
話
と
、
『
老
子
』
五
十
五
章
の

引
用
か
ら
な
る
『
准
南
子
』
の
文
章
か
ら
、
具
体
的
人
名
を
削
除
し
て
『
文
子
』
の
文
章
が
で
き
て
い
る
例
で
あ
る
。

　
以
上
三
例
の
み
示
し
た
が
、
の
こ
り
十
一
例
も
ほ
ぼ
同
じ
形
式
、
つ
ま
り
次
の
二
点
を
ふ
む
も
の
で
あ
る
。

　
ω
．
『
准
南
子
』
の
説
話
形
式
が
、
『
文
子
』
で
は
論
説
形
式
に
な
っ
て
い
る
。

　
②
　
『
文
子
』
は
『
准
南
子
』
の
示
す
具
体
的
人
名
を
す
べ
て
削
除
し
、
老
子
の
言
と
し
て
整
理
し
て
い
る
。
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こ
の
こ
と
を
文
献
学
的
方
面
か
ら
見
る
と
、

ω
　
『
漢
書
』
巻
四
十
四
准
南
王
劉
安
傳
に
よ
る
と
、
『
准
南
子
』
は
劉
安
が
招
致
し
た
数
千
人
の
賓
客
方
術
の
士
の
手
に
よ
る
も
の
と

　
あ
る
。
事
の
真
偽
は
別
と
し
て
、
い
ず
れ
に
せ
よ
『
准
南
子
』
が
『
呂
氏
春
秋
』
や
『
荘
子
』
、
『
列
子
』
、
『
韓
非
子
』
、
『
左
伝
』

　
等
々
に
現
在
収
め
ら
れ
て
い
る
説
話
を
引
用
で
き
た
の
も
、
国
家
的
ス
ケ
ー
ル
の
援
助
に
依
っ
た
れ
ば
こ
そ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
に

　
対
し
て
、
少
く
と
も
大
規
模
な
編
纂
作
業
に
依
っ
た
と
い
う
記
録
の
な
い
、
恐
ら
く
は
個
人
の
手
に
依
る
も
の
で
あ
ろ
う
『
文
子
』
に
、

　
『
准
南
子
』
と
同
じ
だ
け
の
膨
大
な
資
料
を
集
め
る
こ
と
は
不
可
能
と
思
わ
れ
る
。
（
少
く
と
も
『
准
南
子
』
成
立
以
前
に
は
あ
り
得
ま
い
）

②
　
こ
の
第
－
類
十
四
例
の
み
を
見
る
と
、
他
の
典
籍
の
説
話
を
こ
の
よ
う
な
文
子
型
論
説
形
式
に
改
変
し
た
後
、
再
び
そ
れ
を
『
准
南

　
子
』
に
於
て
、
も
と
の
説
話
形
式
に
も
ど
す
と
い
う
よ
う
な
作
業
が
な
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。

　
と
「
い
う
理
由
か
ら
、
少
く
と
も
こ
の
十
四
例
に
関
し
て
は
『
文
子
』
が
『
准
南
子
』
を
踏
襲
し
た
と
判
断
し
て
も
大
過
あ
る
ま
い
。

．
し
か
し
な
が
ら
、
思
想
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
説
話
を
通
し
て
『
老
子
』
の
理
解
を
求
め
る
『
准
南
子
』
と
、
伝
え
る
内
容
は
同
じ
な

が
ら
、
説
話
と
い
う
形
式
を
と
ら
ず
に
論
説
形
式
を
と
っ
て
『
老
子
』
理
解
を
求
め
る
『
文
子
』
と
の
間
に
は
、
明
ら
か
な
る
編
纂
意
図

の
相
違
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

｝9
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三
　
第
　
皿
　
類

　
第
H
類
は
、
『
文
子
』
、
『
准
南
子
』
両
々
の
『
老
子
』
引
用
の
導
入
部
が
異
な
っ
て
い
る
も
の
、

生
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
四
つ
ほ
ど
例
示
し
て
み
る
。

も
し
く
は
伝
え
る
内
容
に
相
違
が

○
『
准
南
子
』
道
回
訓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
王
壽
負
書
、
山
行
見
良
馬
於
周
。
徐
無
二
、
「
事
者
慮
磁
化
動
、
攣
生
面
時
。
故
知
二
者
、

　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む

　
知
者
。
知
者
藏
書
」
於
是
三
三
乃
焚
書
而
舞
之
。
故
老
子
日
、
「
多
言
二
二
、
不
如
守
中
」

○
『
文
子
』
道
原
篇
六
章

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
り
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
ヤ
　
　

無
常
行
。
彫
塑
言
言
所
出
也
。
言
出
於



　
　
老
子
日
、
夫
事
生
者
、
慮
攣
起
動
、
攣
生
於
時
。
知
損
者
。
無
常
之
行
。
故
道
可
道
非
常
道
、
名
可
塑
非
常
名
。
書
歯
茎
之
所
生
也
。

　
言
出
於
智
。
智
者
不
知
非
常
道
也
。
各
藩
名
非
藏
書
由
基
。
多
聞
数
窮
、
，
不
如
守
中
。
絶
學
無
憂
、
絶
頂
棄
智
、
油
壷
百
倍
。
人
生
而

　
静
、
天
之
性
也
。
島
物
而
動
、
性
之
欲
也
。
鳳
至
而
慮
、
智
之
動
也
。
智
事
物
接
、
而
好
憎
生
癒
。
好
憎
成
形
、
而
智
出
於
外
。
不
能

　
反
己
、
而
天
理
滅
　
。
是
故
聖
人
不
以
人
易
天
。
外
甥
転
化
、
幕
内
不
失
情
。
故
通
於
道
者
、
反
於
清
静
。
究
書
物
者
、
終
業
無
二
、

　
以
唐
山
智
、
以
漠
合
神
、
即
三
無
門
。
循
漁
者
、
弘
道
遊
也
。
随
人
者
與
俗
交
也
。
故
聖
人
不
以
事
前
天
、
不
二
欲
厚
情
。
田
虫
而
當
、

　
不
言
而
信
、
不
慮
細
謹
、
不
爲
玉
成
。
是
以
庭
上
王
民
不
重
、
居
前
輿
人
不
害
。
天
下
下
之
。
姦
邪
畏
之
、
以
其
無
争
於
並
物
也
。
故

　
莫
敢
與
之
争
。

　
こ
れ
は
、
引
用
し
た
『
准
南
子
』
道
痘
苗
の
中
に
、
『
老
子
』
一
章
「
道
の
道
ふ
融
き
は
、
常
の
道
に
あ
ら
ず
。
名
の
名
づ
く
招
き
は
、

常
の
名
に
あ
ら
ず
」
を
挿
入
に
、
さ
ら
に
「
書
は
言
の
出
つ
る
所
な
り
。
言
は
知
者
よ
り
出
づ
。
知
者
は
書
を
藏
せ
ず
↑
）
」
の
部
分
を
「
書

は
言
の
生
ず
る
所
な
ら
。
言
は
智
よ
り
出
づ
。
智
者
は
常
道
に
あ
ら
ざ
る
を
知
ら
ざ
る
な
り
。
名
の
名
づ
く
可
き
は
、
書
を
藏
す
る
者
に

あ
ら
ざ
る
な
り
。
（
書
物
は
言
語
化
一
時
間
の
流
れ
に
従
っ
て
変
化
す
る
事
物
を
固
定
化
す
る
働
き
一
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
言
語
は
知
識
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
智
者
は
書
物
に
書
い
て
あ
る
こ
と
が
普
遍
的
な
道
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
気
づ
い
て
い

な
い
。
言
語
と
し
て
固
定
化
で
き
る
よ
う
な
も
の
は
v
書
と
し
て
蔵
す
る
に
足
り
な
い
の
で
あ
る
）
」
と
改
変
し
て
い
る
。
両
書
を
比
較
し
て
み
る
と
、

『
准
南
子
』
の
方
の
粛
白
と
徐
鷹
の
説
話
⑩
は
『
老
子
』
五
章
「
多
言
す
れ
ば
直
し
ば
窮
す
、
中
を
守
る
に
し
か
ず
」
の
導
入
と
な
っ
て

い
る
の
に
対
し
、
『
文
子
』
の
方
は
『
老
子
』
一
章
「
道
の
道
ふ
可
き
は
…
…
」
の
導
入
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
『
老
子
』
五
章
「
多

聞
す
れ
ば
憎
し
ば
窮
す
、
中
を
守
る
に
し
か
ず
」
、
二
十
章
「
学
を
絶
て
ば
憂
ひ
な
し
」
、
十
九
章
「
聖
を
絶
ち
智
を
五
つ
れ
ば
、
民
利

百
倍
す
」
と
引
用
を
続
け
、
後
半
部
（
全
文
『
准
南
子
』
原
道
訓
と
重
複
す
る
⑭
）
へ
と
論
を
展
開
す
る
橋
渡
し
的
役
割
を
持
た
せ
て
い
る
。
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O
『
准
南
子
』
氾
論
訓

　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
ヒ
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
古
弓
木
粗
膳
総
領
、
以
王
天
下
者
　
。
其
徳
生
而
不
出
、
予
而
不
出
。
天
下
不
非
里
庄
、
同
心
彰
徳
。
當
此
登
時
、
陰
陽
和
平
、
風

　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
雨
時
節
、
置
物
蕃
息
。
鳥
鵠
之
巣
、
可
傭
而
探
也
。
禽
獣
可
電
工
從
也
。
宣
必
褻
衣
博
帯
、
句
襟
委
丁
番
哉
。
1
中
略
－
爲
鶯
禽
猛

　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む

　
獣
之
害
傷
人
、
而
無
産
禁
御
也
。
而
作
活
量
鋳
金
鍛
鐵
、
以
爲
兵
刀
、
猛
獣
不
能
爲
害
。
故
民
迫
正
面
、
則
求
其
便
、
困
其
患
、
則
造



　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
ヒ
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
其
備
。
人
各
十
七
所
知
、
去
其
所
害
、
就
其
所
利
。
常
故
不
可
循
、
器
械
不
可
因
也
。
則
先
王
之
法
度
、
・
算
筆
易
者
　
。
1
中
略
－

　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
故
五
帝
下
道
、
聖
徳
覆
天
下
。
三
王
殊
事
、
而
名
義
後
世
。
此
皆
因
国
忌
、
而
制
禮
躍
起
。
署
猶
師
瞳
三
七
主
柱
也
。
所
推
移
上
下
者
、

　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
ひ
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む

　
無
寸
尺
之
度
、
而
靡
不
中
音
。
故
黒
歯
禮
樂
之
情
者
能
作
。
音
有
本
主
温
泉
、
而
以
知
渠
級
之
所
周
者
也
。
，
一
中
略
i
先
王
之
制
、

和
艶
距
慶
き
・
和
伽
き
肇
・
論
罪
静
む
・
艶
艶
激
弊
和
蜘
存
静
伽
・
蜘
聖
ル
節
幽
艶
・
野
馳
無
施
砂
興
・
浄
脚
動
静
・
耐
秘
車
懸
蓼

麩
郁
雛
・
鵯
亀
払
・
郁
秘
畿
・
私
鑑
離
・
軌
農
郵
・
麓
後
・
一
中
略
一
鑑
払
獄
臨
塾
・
駿
㈱
伽
・
麓

灘
・
雪
融
・
脚
離
律
鑑
鄭
卑
鑑
摩
私
黙
・
鑑
㈱
油
壷
監
・
1
中
略
1
夫
道
護
也
・
不
若
道
其
全
一
・

諦
勉
巫
払
壁
跡
・
私
都
馳
徹
塾
酔
・
蹄
律
鄭
都
・
激
動
檸
鄭
馳
些
血
糖
曲
節
邪
鄙
野
・
都
弗
鯵
都
呼
節
織
恥
数
歯
兆
瓢
迩
呼
－

露
－
戦
野
臨
監
・
弗
義
塾
鑑
濫
込
碧
鄭
・
舞
鑑
鞍
壷
・
灘
籟
鑑
都
・
浄
潔
濫
・
鶉
魔

纈
浄
呼

　
（
こ
の
『
准
南
子
』
の
文
章
に
於
け
る
。
印
は
『
文
子
』
上
工
芸
二
章
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
ま
た
△
印
は
『
文
子
』
上
義
篇
四
章
に
引
用
さ
れ

　
て
い
る
こ
と
を
示
す
）

○
『
文
子
』
上
三
三
四
章

　
　
老
子
日
、
，
治
國
有
常
、
而
利
民
爲
本
。
政
教
有
道
、
而
飾
釦
爲
古
。
萄
利
於
民
、
一
不
必
法
古
。
葡
周
密
事
、
不
必
循
俗
。
故
聖
人
、

　
法
與
時
攣
、
禮
與
俗
化
。
衣
服
器
械
、
各
便
重
用
ゆ
法
度
制
令
、
各
因
其
宜
。
故
愛
古
未
可
非
、
而
循
俗
未
足
多
也
。
調
先
王
之
書
、

　
不
若
聞
其
言
。
聞
忠
言
、
不
若
一
価
所
以
言
。
得
其
所
以
言
者
、
言
不
能
言
也
。
故
道
悟
道
非
常
道
也
。
墨
壷
名
非
常
名
也
。
故
聖
人

　
所
由
日
道
。
猶
金
石
也
。
一
調
不
可
更
事
。
猶
琴
麸
也
。
曲
劇
震
調
、
法
制
禮
二
者
、
治
之
具
也
。
非
所
以
爲
治
也
。
故
曲
士
不
可
與
。

　
三
三
道
者
、
訊
店
於
俗
、
而
束
三
教
也
。

O
『
文
子
』
上
禮
篇
二
章

　
　
老
子
日
、
古
者
被
髪
而
無
巻
領
、
回
生
天
下
コ
其
徳
生
而
立
殺
、
三
部
不
順
。
天
下
非
其
服
、
同
懐
其
徳
。
當
此
盛
時
、
陰
陽
和
平
、

　
萬
物
取
息
。
飛
鳥
之
巣
内
可
傭
転
退
也
。
走
獣
可
係
而
從
也
。
及
其
衰
也
、
鳥
獣
轟
蛇
、
皆
爲
民
害
。
故
岨
面
二
刀
、
以
禦
其
昔
。
故

　
民
迫
其
難
、
則
求
其
便
。
因
器
皿
、
則
操
瓢
虫
。
各
以
其
智
、
去
其
所
害
、
就
其
所
利
。
常
故
不
可
循
、
器
械
不
可
因
。
故
先
王
之
法

度
、
有
攣
易
者
也
。
悪
日
、
「
名
可
名
非
常
名
也
」
五
帝
今
道
や
而
重
婚
天
下
。
三
王
殊
事
、
而
名
後
世
。
因
二
百
攣
者
也
。
讐
猶
師
暖

一9
9
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之
調
五
音
也
。
所
推
移
上
下
、
無
常
尺
寸
、
以
度
而
靡
不
三
者
。
故
通
於
樂
古
情
者
能
作
。
音
有
本
主
於
中
、
下
知
規
矩
鉤
縄
之
所
用

　
者
、
能
治
人
。
故
先
王
之
制
、
不
断
重
湯
之
。
末
世
重
事
、
善
即
著
之
。
故
聖
人
之
制
禮
樂
者
、
不
直
立
禮
樂
。
制
物
者
、
不
制
於
物
。

　
制
法
者
、
不
制
三
法
。
三
日
、
「
道
可
道
非
常
道
也
」

　
『
文
子
』
が
『
准
南
子
』
の
各
訓
に
分
散
し
た
主
題
を
集
約
し
て
、
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
あ
る
文
章
を
形
成
し
て
い
る
例
は
頻
繁
に
あ

る
が
、
こ
の
部
分
は
そ
の
逆
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
『
准
南
子
』
氾
論
訓
冒
頭
の
部
分
が
、
『
文
子
』
の
上
手
篇
四
章
と
上
禮
篇
二
章
に
二

分
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
に
関
し
て
言
え
ば
、
上
貫
篇
四
章
は
普
遍
的
治
国
の
常
道
（
原
理
）
に
つ
い
て
、
上
禮
篇
二
章
は
変
動
古
血
樂

法
度
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
老
子
』
引
用
の
導
入
と
し
て
は
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
決
し
て
不
自
然
な

分
割
と
は
言
え
ま
い
。

　
次
の
文
章
は
『
准
南
子
』
に
依
り
な
が
ら
作
為
的
に
『
老
子
』
の
文
章
を
か
え
た
も
の
で
あ
る
。

○
『
准
南
子
』
齊
俗
訓

　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
古
者
民
童
蒙
、
不
知
東
西
、
貌
不
山
盛
情
、
宣
言
不
温
山
行
。
玉
音
致
媛
而
無
文
、
其
兵
文
末
而
無
刀
。
其
歌
曲
而
無
轄
、
其
実
哀

　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
三
無
聲
。
墾
井
二
曲
、
耕
田
毛
槍
、
無
編
曲
其
美
、
亦
不
求
得
。
親
戚
不
相
殿
智
、
朋
友
不
曲
師
徳
。
乃
至
禮
義
之
生
、
貨
財
之
貴
、

　
而
詐
偲
感
興
。
非
讐
相
紛
、
玄
徳
並
行
。
於
是
乃
有
曾
参
・
孝
己
之
美
、
室
生
盗
泉
・
．
荘
踏
之
邪
。
故
有
大
路
龍
折
、
羽
蓋
垂
綾
、
結

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　

　
駅
連
騎
、
則
必
下
穿
箭
孟
夏
、
抽
箕
喩
備
之
姦
。
有
誰
文
繁
繍
、
弱
楊
羅
紋
、
必
寒
菅
嘱
跳
・
跨
、
短
褐
不
完
者
。
故
高
下
面
相
傾
也
、

　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む

　
短
脩
之
相
形
也
．
亦
明
　
。
1
中
略
i
由
良
観
法
、
廉
有
所
在
．
而
不
可
公
行
也
。
細
行
齊
丁
丁
眼
中
也
。
事
周
面
能
宿
帳
也
。
衿

　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
偲
以
惑
世
、
杭
行
以
違
衆
、
聖
人
不
以
爲
民
俗
。

○
『
文
子
』
道
原
篇
十
章

　
　
老
子
日
、
一
中
略
i
盲
者
、
民
童
蒙
不
知
東
西
。
貌
不
離
情
、
言
不
出
行
。
二
胡
無
容
、
言
而
不
文
、
其
丁
丁
而
無
采
、
出
兵
鈍

　
而
無
刀
。
行
蹟
蹟
、
視
瞑
瞑
。
墾
井
而
飲
、
耕
田
虫
食
、
不
布
施
、
不
求
婚
。
高
下
不
相
傾
、
長
短
不
相
形
。
風
齊
於
俗
可
随
也
。
事

　
周
於
三
三
爲
也
。
衿
偲
以
三
世
、
碕
行
以
迷
衆
。
聖
人
不
以
爲
世
俗
。

　
こ
の
部
分
、
『
准
南
子
』
の
方
は
「
古
は
、
民
童
蒙
に
し
て
東
西
を
知
ら
ず
」
と
い
う
導
入
よ
り
始
ま
り
、
古
は
人
為
的
な
さ
か
し
ら

一
〇
〇

↓



な
く
生
活
し
て
い
た
が
、
現
在
は
礼
義
が
生
ま
れ
、
財
貨
を
貴
ぶ
よ
う
に
な
り
、
人
々
の
間
に
は
、
高
下
・
長
短
の
差
が
生
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
、
と
い
う
論
の
展
開
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
文
子
』
の
方
は
、
古
は
人
々
は
東
も
西
も
知
ら
な
い
ほ
ど
無
知
で
、
そ
こ
に
人
為
的

な
さ
か
し
ら
は
全
く
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
高
下
・
長
短
の
差
が
生
じ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
、
と
い
う
論
の
展
開
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
両
書
の
『
老
子
』
解
釈
は
同
一
で
あ
る
。

○
『
准
南
子
』
旧
俗
訓

　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

　
　
天
下
是
非
無
所
定
。
世
二
二
其
所
是
、
而
非
其
所
非
。
所
謂
是
楽
曲
各
異
、
皆
自
証
而
非
人
。
由
此
観
之
、
事
有
合
於
己
者
、
而
未

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
始
有
是
也
。
有
杵
於
心
者
、
而
未
始
有
非
也
。
故
求
是
者
、
非
求
道
宿
墨
。
求
合
於
己
者
也
。
去
非
者
、
非
二
黒
施
也
。
去
杵
面
心
者

　
む

　
也
。
杵
於
我
、
未
必
不
合
直
人
也
。
合
於
我
、
未
必
不
非
於
俗
也
。
至
是
之
是
無
非
、
至
非
之
非
無
二
。
此
眞
是
非
也
。
若
夫
是
於
此
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む

　
而
非
於
彼
、
非
於
此
、
而
鳥
越
彼
者
、
此
之
謂
一
当
一
応
也
。
此
一
是
非
二
曲
也
。
夫
一
是
非
宇
宙
也
。
今
吾
欲
澤
是
而
居
之
、
澤
非

　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む

　
而
去
之
。
不
知
世
之
所
謂
是
非
者
、
不
知
敦
是
敦
激
つ
老
子
日
、
「
治
大
國
若
烹
小
鮮
」
爲
寛
裕
者
、
日
勿
敷
擁
。
爲
刻
削
者
、
日
致

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
む
　
む
　
む
　
む
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む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
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む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　

　
其
醐
酸
塩
已
　
。
1
申
略
一
故
身
舎
合
、
即
言
千
丁
盆
親
、
身
疏
贈
爵
當
而
見
疑
。
1
中
略
－
今
吾
益
子
正
身
而
下
物
、
自
画
知
世

　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

　
之
所
自
窺
我
音
通
。
若
二
化
而
與
世
競
走
、
讐
猶
逃
雨
也
。
無
之
而
不
濡
、
常
欲
在
於
盧
、
則
有
不
能
歯
面
　
。
若
夫
不
爲
盧
露
量
盧

　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む

　
者
、
此
所
慕
而
不
能
致
也
。
故
家
於
道
者
、
如
車
軸
不
運
於
己
、
鶴
里
穀
致
千
里
、
輔
車
窺
之
鼻
翼
。
不
通
於
道
者
、
若
迷
惑
。
告
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
東
西
南
北
、
重
盗
蛉
蛉
、
一
曲
而
辟
、
然
忽
不
得
。
復
迷
惑
也
。
故
終
身
隷
於
人
、
辟
若
虫
之
見
風
也
。
無
須
奥
之
間
定
　
。
故
聖
人

　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　

　
禮
道
反
性
、
不
化
三
三
化
、
則
幾
於
免
　
。

○
『
文
子
』
道
徳
篇
十
八
章

　
　
老
子
日
、
天
下
是
非
無
所
定
。
世
各
是
其
所
善
、
而
非
其
所
悪
。
夫
求
餌
壷
、
非
求
道
理
也
。
求
合
法
己
者
也
。
非
去
邪
也
。
千
載

　
於
心
者
、
今
吾
幽
霊
是
、
而
居
之
。
醤
油
而
去
之
。
不
知
世
所
謂
是
非
也
。
故
治
大
國
、
若
烹
小
鮮
。
勿
擁
而
已
。
夫
趣
合
盛
、
即
言

　
中
而
盆
親
、
三
論
而
謀
當
即
見
疑
。
今
吾
欲
正
身
而
待
物
、
何
知
世
之
湖
面
三
揃
者
乎
。
吾
若
忌
寸
遽
走
、
師
恩
雨
。
無
之
而
不
濡
。

　
欲
在
年
年
、
則
不
能
虚
。
若
夫
不
爲
虚
、
而
自
虚
者
、
此
所
欲
而
無
不
順
也
。
故
三
皇
道
者
、
如
車
軸
不
運
於
己
、
而
與
穀
致
干
千
里
、

　
轄
於
無
窮
之
原
也
。
故
聖
人
三
道
反
至
、
不
化
以
待
化
、
動
而
無
爲
。

一血一



　
両
書
の
記
述
を
比
較
考
証
し
て
み
る
と
、
『
准
南
子
』
の
方
で
は
『
老
子
』
六
十
章
の
「
大
國
を
治
む
る
は
、
小
鮮
を
烹
る
が
ご
と
し
」

の
語
に
対
し
て
、
「
寛
裕
を
爲
す
者
は
、
耀
し
ば
擁
す
こ
と
な
か
れ
と
日
ひ
、
刻
削
を
害
す
者
は
、
其
の
甘
酸
を
致
す
と
日
ふ
の
み
」
と

言
い
、
以
下
に
「
自
り
て
見
る
所
の
異
な
れ
ば
な
り
」
と
続
け
て
、
事
物
の
本
来
的
在
り
方
は
ひ
と
つ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
様
々

な
見
方
に
ま
ど
わ
さ
れ
本
質
を
見
抜
け
な
い
で
い
る
一
般
の
人
間
を
批
判
し
、
聖
人
は
「
道
を
体
と
し
て
性
に
反
り
、
化
せ
ず
し
て
以
て

化
す
る
を
待
つ
。
則
ち
免
る
る
に
点
し
」
と
結
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
文
子
』
の
方
は
『
老
子
』
六
十
章
引
用
に
続
い
て
「
擁
す

こ
と
な
か
る
の
み
」
と
だ
け
述
べ
、
『
老
子
』
引
用
部
分
を
『
准
南
子
』
の
如
く
単
な
る
相
対
的
立
場
か
ら
の
一
見
解
と
し
て
示
す
の
で

は
な
く
て
本
義
の
ま
ま
に
解
釈
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
部
分
に
関
し
て
言
え
ば
、
『
老
子
』
解
説
書
と
し
て
の
『
文
子
』
の
特

色
が
全
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
も
他
の
部
分
と
同
様
、
『
准
南
子
』
の
文
章
か
ら
固

有
名
詞
を
削
除
し
、
そ
の
説
話
的
要
素
を
取
り
の
ぞ
い
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
『
文
子
』
独
自
の
思
想
が
展
開
し
て
い

る
、
と
い
う
点
に
於
て
は
十
分
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
い
く
つ
か
の
特
殊
工
を
通
じ
て
言
え
る
こ
と
は
、
『
文
子
』
が
『
准
南
子
』
「
よ
り
も
忠
実
に
『
老
子
』
を
敷
街
す
る
『
老
子
』

解
釈
書
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
　
（
し
た
が
っ
て
、
　
『
文
子
』
，
・
『
准
南
子
』
両
三
は
大
い
に
重
複
す
る
と
は
い
っ
て
も
、
と
も
に
個
性
豊
か
な
『
老
子
』

解
釈
書
と
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
で
あ
る
と
言
え
よ
う
）
ま
た
『
准
南
子
』
と
の
重
複
に
様
々
な
問
題
が
あ
り
な
が
ら
も
、
文
章
に
一
貫
性
が
あ

り
、
よ
り
流
暢
な
文
体
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
後
世
『
准
南
子
』
に
加
え
ら
れ
た
校
訂
が
、
す
で
に
『
文
子
』
に

於
て
は
施
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
う
い
う
点
か
ら
考
え
る
ど
『
文
子
』
な
る
書
は
、
『
准
南
子
』
と
『
老

子
』
を
自
由
自
在
に
操
っ
て
お
り
、
現
行
本
『
文
子
』
の
著
者
（
少
く
と
も
本
稿
に
於
て
示
し
た
、
『
准
南
子
』
と
重
複
す
る
部
分
）
は
、
相
当
に

『
老
子
』
及
び
『
准
南
子
』
に
精
通
し
て
い
た
者
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

一
〇
2

　

一

四
　
第
　
皿
　
類

最
後
に
第
二
類
、
『
准
南
子
』
と
重
複
し
な
い
所
謂
『
文
子
』
独
自
の
文
章
に
於
け
る
『
聖
子
』
引
用
を
め
ぐ
っ
て
、
『
文
子
』
の
基



本
的
性
格
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。
．

○
『
文
子
』
道
原
篇
十
章

　
　
老
子
日
、
1
中
略
－
夫
無
形
大
。
有
形
細
。
無
形
多
。
有
形
少
。
無
形
強
。
有
形
弱
。
無
形
實
。
有
形
盧
。
有
形
者
遂
事
也
。
無

　
形
者
作
始
也
。
遂
事
者
成
器
也
。
作
始
者
僕
也
。
有
形
則
有
聲
。
無
形
則
無
聲
。
有
形
産
於
無
形
。
故
無
秘
画
翫
賞
払
蜘
憧
。
廣
厚
有

　
名
。
有
名
者
貴
誌
也
。
倹
薄
無
名
。
無
名
者
賎
輕
也
。
股
富
有
名
。
有
名
者
再
転
也
。
貧
寡
無
名
。
無
名
者
卑
藤
野
。
雄
牡
有
名
。
有

　
名
者
章
明
也
。
雌
牝
無
名
。
無
名
者
隠
約
也
。
有
絵
者
有
名
。
有
名
者
高
賢
也
。
不
足
者
無
名
。
無
名
者
任
下
道
。
有
功
即
有
名
。
無

．
功
即
無
名
。
有
名
産
於
無
名
。
無
匁
都
計
匁
払
秘
檸
。
夫
道
下
無
椎
温
血
。
落
筆
椎
底
面
。
是
以
聖
人
、
執
直
垂
静
微
妙
㍉
以
成
盛
徳
。

．
故
有
道
即
有
徳
。
有
徳
即
有
功
。
有
功
即
有
各
。
有
名
即
重
量
品
道
。
功
名
長
久
、
終
身
無
轡
。
王
公
有
功
名
。
孤
寡
無
功
名
。
摺
箔
、

　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
「
聖
人
三
三
孤
寡
」
蹄
其
根
本
。
功
成
而
主
上
。
故
有
功
以
爲
利
、
無
名
官
制
用
。
一
以
下
略
1

　
（
本
章
の
引
用
中
に
附
し
た
。
印
は
『
老
子
』
の
引
用
で
あ
る
こ
と
を
、
ま
た
△
印
は
『
老
子
』
の
語
に
基
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
語
で
あ
る
こ
と
を

　
そ
れ
ぞ
れ
示
し
て
い
る
）

　
こ
の
部
分
は
随
所
に
『
老
子
』
か
ら
の
引
用
、
或
は
『
老
子
』
に
基
づ
く
言
を
交
え
な
が
ら
、
有
形
・
無
形
論
（
『
老
子
』
的
な
逆
説
表
現
を

と
っ
て
い
る
）
か
ら
有
名
・
無
名
論
へ
と
移
り
、
聖
人
の
在
り
方
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
孤
寡
」
に
言
及
し
て
い
る
。

○
『
文
子
』
精
三
三
十
三
章

　
　
老
子
日
、
大
道
無
論
。
無
音
即
無
学
、
無
官
者
蟄
居
也
。
不
居
者
即
威
而
無
形
。
無
形
者
不
動
。
不
動
者
無
言
也
。
無
言
丁
目
静
而

　
無
品
。
無
称
都
秘
帯
磁
恥
、
内
勤
都
脇
置
針
臨
。
匙
諏
伽
蜘
。
是
謂
至
神
。
絶
締
静
伊
。
是
謂
兜
轟
き
椀
。
道
無
形
無
碍
。
故
塾
払
弾

　
簿
国
字
喜
平
郭
皇
都
。
天
地
之
道
、
麺
撫
胆
簿
麺
、
知
撫
鎚
簿
鄭
。
天
子
以
天
地
爲
品
、
軽
罰
指
墨
資
。
功
徳
至
大
、
命
名
至
貴
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

・
徳
之
美
、
與
天
地
配
。
故
不
可
不
軌
、
大
道
以
爲
天
下
母
。

　
先
に
示
し
た
例
と
同
様
、
随
所
に
『
老
子
』
の
引
用
を
交
え
な
が
ら
、
道
に
関
す
る
在
在
的
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。

｝0
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O
『
文
子
』
上
仁
篇
十
二
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
む
　
　
む

　
　
老
子
日
、
1
申
略
－
古
血
善
爲
天
下
者
、
無
二
而
無
玉
薬
也
。
故
爲
天
下
踏
面
。
能
得
其
容
、
無
爲
而
有
功
。
不
出
土
容
、
動
作

　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
必
凶
。
爲
天
下
有
容
者
、
言
分
其
若
冬
渉
大
川
、
猶
分
其
道
畏
四
郡
、
假
号
其
旦
暮
、
漢
分
其
若
泳
之
液
、
敦
分
掌
若
僕
、
混
重
曹
若
濁
、

　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
廣
骨
其
若
谷
。
此
爲
天
下
容
。
応
分
再
臨
冬
夏
大
川
者
、
不
敢
行
也
。
猶
号
重
三
黒
田
立
者
、
恐
自
傷
也
。
感
慨
重
曹
容
者
、
謙
恭
敬

　
也
。
漢
号
其
若
泳
之
隠
者
、
不
崩
積
藏
也
。
敦
号
音
若
僕
者
、
不
敢
廉
成
也
。
混
号
音
若
餅
者
、
睡
蓮
明
清
也
。
廣
号
其
藁
葺
者
、
不

　
敢
盛
盈
也
。
古
謡
敢
行
者
、
退
不
敢
先
輿
。
恐
自
傷
者
、
守
柔
弱
不
鼻
血
也
。
謙
恭
敬
者
、
自
卑
下
尊
敬
人
也
。
不
言
積
藏
者
、
蠕
虫
弊

　
不
敢
堅
也
。
不
予
廉
成
者
、
自
塵
鉄
藤
壷
全
図
。
不
敢
清
明
者
、
塵
濁
辱
而
不
感
新
鮮
也
。
毒
血
盛
聾
者
、
見
不
足
而
不
予
自
賢
也
。

　
三
道
肩
章
能
先
、
守
柔
弱
故
能
衿
、
自
画
二
王
能
高
人
、
自
損
弊
富
盛
堅
、
自
塵
鉄
故
盛
全
、
庭
濁
二
輪
新
鮮
、
見
不
足
故
能
賢
道
。

　
む
　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
む

　
無
爲
三
無
不
爲
也
。

　
こ
の
部
分
は
『
老
子
』
三
十
七
章
及
び
四
十
八
章
に
見
え
る
「
無
爲
に
し
て
爲
さ
ざ
る
な
し
」
を
文
の
冒
頭
と
末
尾
の
二
ヶ
所
に
配
置

し
、
中
ほ
ど
に
『
老
子
』
十
五
章
と
、
そ
の
解
説
を
述
べ
て
無
益
論
を
展
開
し
て
い
る
。

　
こ
こ
に
挙
げ
た
三
つ
の
文
章
を
見
る
と
、
第
－
類
及
び
第
旺
類
で
示
し
た
『
文
子
』
の
例
文
ど
同
様
、
堅
実
に
『
老
子
』
を
解
釈
し
、

敷
術
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
と
す
れ
ば
、
全
篇
に
わ
た
っ
て
『
老
子
』
を
引
用
す
る
『
文
子
』
な
る
書
に
一
貫
す
る
も
の
と
し

て
最
も
顕
著
な
る
も
の
は
、
決
し
て
『
老
子
』
か
ら
甚
だ
し
く
逸
脱
す
る
こ
と
の
な
い
、
そ
の
忠
実
な
『
老
子
』
解
釈
書
た
ら
ん
と
す
る

姿
勢
で
あ
る
。

一
〇
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五
　
お
　
わ
　
り
　
に

　
以
上
、
『
老
子
』
引
用
を
め
ぐ
っ
て
『
文
子
』
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
が
、
最
後
に
現
行
本
『
文
子
』
に
関
し
て
若
干
の
私
観
を
述
べ

て
み
た
い
。

　
ま
ず
、
そ
の
成
立
（
趨
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
『
文
物
』
が
示
す
所
の
二
、
三
の
例
文
に
よ
る
と
、
各
章
の
冒
頭
部
は
「
老
子
日
…
…
」

は
「
文
子
日
…
…
」
と
、
「
文
子
問
日
…
…
、
老
子
日
…
…
」
は
「
平
張
日
…
…
、
文
子
日
…
…
」
と
竹
簡
に
於
て
は
記
述
さ
れ
て
お
り
、



基
本
的
な
内
容
は
同
じ
な
が
ら
》
そ
の
他
表
面
・
上
の
異
同
は
多
々
あ
る
ら
し
い
。
こ
の
事
実
か
ら
推
せ
ば
、
『
文
子
』
は
老
荘
思
想
が
盛

ん
で
あ
っ
た
魏
晋
期
に
、
・
一
度
は
大
き
く
変
革
し
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
を
巻
数
の
推
移
と
結
び
つ
け
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
．
。
し
た
が
っ
、
て
現
存
す
る
資
料
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
後
漢
期
に
於
て
現
行
本
と
相
似
し
た
型
の
『
文
子
』
が
己
に
存
在
し
、
現
行

本
の
ス
タ
イ
ル
が
成
立
し
た
の
は
魏
三
期
で
あ
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
コ

　
そ
し
て
、
『
文
子
』
の
説
話
を
論
説
形
式
に
改
め
、
・
過
去
の
賢
人
の
言
を
す
べ
て
老
子
の
言
と
し
て
整
理
し
て
い
る
と
い
う
内
容
か
ら

推
せ
ば
、
現
行
本
は
魏
晋
南
北
朝
に
は
清
談
の
場
に
於
て
『
文
子
』
の
『
老
子
』
解
釈
か
ら
説
話
を
思
い
浮
か
べ
る
と
い
っ
だ
型
で
読
ま

れ
た
所
の
基
本
的
な
『
老
子
』
解
釈
書
、
或
は
入
門
書
、
も
し
く
は
余
興
の
書
、
酔
狂
の
書
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
見
る
と
、
『
文
子
』
の
成
立
及
び
そ
の
編
纂
意
図
に
つ
い
て
は
甚
だ
不
可
解
な
点
が
多
く
、
そ
の
淵
源
を
さ
ぐ
っ
て

い
く
に
は
河
北
省
定
県
西
漢
墓
竹
簡
な
ど
に
基
づ
く
更
κ
詳
細
な
考
証
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
本
稿
に
於
て
は
、
－
極
め
て
基
本
的
な

『
文
子
』
の
，
在
り
方
を
述
べ
た
が
、
今
後
様
々
な
資
料
に
基
づ
き
、
機
長
各
章
の
思
想
内
容
に
つ
い
て
、
個
別
的
に
考
証
し
て
い
き
た
い
。
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コ
じ

@
吊
上
『
道
原
』
、
『
経
伝
』
、
『
十
大
経
』
な
ど
と
『
文
子
』
の
か
か
わ
り
を
唐
戸
氏
が
『
昌
昌
堆
双
墓
自
己
「
経
法
」
1
巧

　
三
三
出
土
《
老
子
》
乙
本
巻
前
古
三
三
研
究
』
の
中
で
述
べ
て
い
る
。

⑨
　
河
北
省
組
戸
西
表
墓
竹
簡
に
関
し
て
は
、
『
文
物
』
一
九
八
一
年
第
八
期
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
『
文
子
』
竹
簡
に
つ
い

　
て
は
、
六
章
出
土
し
、
現
行
本
と
相
、
同
ず
る
と
の
み
示
し
て
あ
り
、
そ
の
具
体
的
内
容
は
未
だ
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
竹
簡
を

　
対
象
と
し
た
研
究
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
保
留
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
こ
の
竹
簡
に
基
づ
い
て
熊
鉄
基
氏
が
『
秦
漢
新
道
家
略

　
論
稿
』
（
上
海
人
民
出
版
社
）
の
中
で
「
対
『
文
子
』
的
初
歩
探
討
」
と
い
う
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

3
，
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
書
に
は
現
行
本
に
は
見
ら
れ
な
い
文
章
の
引
用
酪
あ
り
、
階
唐
期
に
於
て
も
尚
、
『
文
子
』
の
内
容

　
に
変
動
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
資
料
ど
な
っ
て
い
る
。
、

↑
）
@
『
、
韓
非
子
』
喩
老
篇
「
白
公
勝
慮
齪
声
、
罷
朝
、
ゴ
倒
杖
雑
面
鋭
貫
首
、
血
流
至
於
三
曲
不
知
。
鄭
人
聞
両
日
、
『
顛
之
忘
、
將
何
回



　
忘
哉
』
故
日
、
『
其
出
焼
網
者
、
其
智
彌
少
』
此
言
智
周
乎
遠
、
則
所
遺
留
近
也
。
是
以
聖
人
無
常
行
也
」

（
喜

@
『
買
子
』
説
符
篇
「
白
公
勝
慮
齪
、
罷
朝
而
立
、
倒
即
詰
銀
星
志
願
、
血
流
至
地
、
朝
開
知
也
。
鄭
人
聞
同
日
、
『
頭
之
忘
、
將

　
何
不
忘
哉
』
意
之
所
属
著
。
其
行
足
蹟
三
三
。
頭
抵
植
木
、
而
不
自
知
也
」

（
↓

@
『
呂
氏
春
秋
』
審
分
覧
執
一
篇
「
田
墨
黒
道
術
説
齊
。
齊
王
学
之
日
、
『
通
人
所
有
者
齊
國
也
。
願
聞
農
書
暴
政
』
田
田
封
日
、

　
『
臣
事
言
、
無
政
而
可
以
得
政
。
讐
之
若
林
木
、
母
材
玉
璽
心
得
材
。
願
王
将
陣
取
齊
國
之
政
也
』
麟
猶
淺
国
里
也
。
博
言
之
、
豊

　
濁
齊
國
之
政
哉
。
攣
化
鷹
求
、
而
皆
有
章
。
因
旧
任
物
、
而
濃
厚
重
重
。
」

↑
）

@
『
呂
氏
春
秋
』
開
同
論
審
上
篇
「
中
山
公
子
牟
謂
讐
子
日
、
『
身
在
江
海
之
上
、
土
居
乎
魏
闘
之
下
。
奈
何
』
智
子
日
、
『
重
生
、

　
重
生
則
藤
島
』
中
山
公
子
牟
日
、
『
錐
知
之
、
猶
不
能
自
勝
也
』
讐
子
日
、
『
不
能
自
勝
則
縦
之
。
神
無
悪
乎
。
不
能
自
転
而
強
不

　
縦
者
。
此
之
謂
重
傷
。
重
傷
之
人
、
無
壽
類
　
』
」

3
　
『
荘
子
』
譲
重
日
「
中
山
公
子
同
輩
謄
子
日
、
『
身
在
江
海
之
上
、
心
居
乎
魏
一
円
下
。
奈
何
』
贈
子
日
、
『
重
生
、
重
生
則
利

　
輕
』
中
山
公
子
牟
日
、
『
錐
知
之
、
重
心
自
勝
也
』
謄
子
日
、
『
不
能
自
勝
則
從
。
神
無
悪
乎
。
不
能
奇
勝
無
骨
不
從
者
。
此
里
雪
重

　
傷
。
重
傷
之
人
、
無
壽
類
　
』
」

↑
）

､
念
孫
は
『
読
書
心
志
』
に
於
て
「
知
者
は
書
を
藏
す
」
に
「
不
」
字
を
補
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
従
っ
た
。

⑩
　
『
韓
非
子
』
喩
老
篇
「
王
壽
刀
貝
書
而
行
、
心
用
福
於
周
塗
。
日
日
、
『
事
馬
煙
也
。
爲
生
胆
時
、
知
者
無
常
事
。
書
士
言
也
。
言

　
生
於
知
、
知
者
不
墨
書
。
今
子
何
濁
賀
之
暴
行
』
心
耳
王
壽
因
焚
藻
書
而
舞
之
。
故
知
些
事
以
言
回
教
、
而
慧
者
不
以
藏
書
簾
。
此

　
世
之
所
過
也
。
而
王
壽
復
之
、
是
學
戸
戸
也
。
故
日
、
『
學
不
學
、
出
歯
衆
人
田
所
過
也
』
」

（
↓

@
『
准
南
子
』
原
道
訓
「
夫
止
水
之
與
形
接
也
。
不
設
智
故
、
而
方
圓
曲
直
、
弗
心
用
也
。
是
事
象
不
幸
鷹
、
而
景
不
一
設
。
叫
呼

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
む

　
彷
佛
黙
然
自
得
。
人
生
画
商
、
天
之
性
也
。
感
燈
油
動
、
性
心
用
量
。
物
至
而
神
里
、
知
之
動
也
。
知
與
物
申
、
而
好
憎
生
焉
。
好

　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
憎
成
形
、
而
知
誘
爆
外
不
能
反
已
而
。
天
理
滅
　
。
曹
達
於
道
者
、
不
以
人
易
天
。
外
盛
物
化
、
而
内
不
失
其
情
。
至
無
而
供
其
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
時
騎
、
而
要
其
宿
。
小
大
里
短
、
各
煙
管
具
。
夏
物
之
至
、
騰
踊
躍
齪
、
而
不
失
其
敷
。
是
以
盧
上
、
而
民
弗
重
。
居
前
里
衆
弗
害
。

　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
り
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
天
下
蹄
之
、
姦
邪
畏
之
、
露
営
無
臭
於
飾
物
也
。
故
莫
敢
中
之
争
。
一
中
略
－
是
故
樋
里
道
者
、
反
於
清
潭
。
究
蔓
物
者
、
終
業

　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
無
爲
。
以
悟
養
性
、
以
皇
継
聯
、
則
入
干
天
門
。
所
謂
天
堂
、
純
粋
僕
素
、
質
直
皓
白
、
未
始
有
與
蟻
酸
者
也
。
所
謂
人
者
、
偶
嵯

　
智
故
、
曲
巧
僧
宝
、
所
以
挽
仰
山
世
人
、
而
與
俗
交
者
也
。
故
牛
岐
號
二
布
、
馬
被
毫
而
山
足
者
、
天
也
。
絡
馬
之
口
、
穿
牛
之
鼻

「㏄↓



　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　

　
者
、
人
馬
。
循
天
者
、
與
道
草
者
也
。
随
人
者
、
與
俗
交
者
也
。
夫
井
魚
不
可
随
身
大
拘
於
隆
也
。
夏
轟
不
可
墨
筆
寒
心
即
時
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
富
士
不
可
平
語
至
道
拘
於
俗
曲
良
士
也
。
故
聖
人
不
傑
人
滑
天
、
不
以
欲
下
情
。
不
謀
而
當
、
不
言
而
信
、
不
慮
墨
譜
。
不
早
筆
成
。

　
精
通
干
塞
府
、
與
造
化
者
爲
人
」
．

⑫
　
成
立
に
関
し
て
民
鉄
基
氏
は
戦
国
末
年
か
ら
窯
初
に
至
っ
て
盛
ん
で
あ
っ
た
黄
老
学
の
一
派
（
新
道
家
）
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ

　
う
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
提
言
に
つ
い
て
も
、
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

（
使
用
版
本
）

『
文
子
』
守
山
閣
叢
書
本

『
准
南
子
』
漸
江
書
局
二
十
二
子
本
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